
農林水産統計は、農林水産行政を支える「情報インフラ」として、食料・農業・農
村基本計画等の各種計画に基づく政策目標の設定や評価、各種作物の需給安定対策等
の発動基準、国の財政支出の算定根拠、農林水産業の現状の分析などに広く活用され
ています。

また、「公共財」としての役割を担っており、国民の皆さんが自由に利用すること
ができます。

公共財としての農林水産統計
日本の農林水産業の実態はどうなっているの？

・どんな農畜産物が作られて
いるの？

・農地はどのくらいあるの？

・農業経営体の数はいくつ？
・農業従事者の平均年齢は？
・森林の面積は？

・6次産業化は進んでいるの？
・売上げや従事者数はどのくらい？

誰でも利用できるよ、農林水産統計を見てみよう！

・農産物を生産するのにいくら
かかるの？

・農業の収入はどのくらい？

自給率が低くても大丈夫？
今年のコメは不作なの？

農業の課題はなに？
農業経営体数や農地などの状況は？

生産だけの経営から、
製造加工・販売を加
えた事業展開が増え
ているのかな？

◆畜産統計調査
（R6年2月1日現在、九州）

肉用牛 飼養戸数 ： 16,000戸
飼養頭数 ： 978,200頭

◆作物統計調査（R5年、九州）

水稲収穫量 ： 722,000t
水稲10a当たり収量： 497 kg

耕地面積 ： 506,300 ha
耕地利用率 ：102.4%（R4年）

農業経営体 ： 164,560経営体
基幹的農業従事者数

： 224,672 人
基幹的農業従事者平均年齢

： 66.4 歳

◆農業経営統計調査（R4年、九州）

営農類型別経営統計
（全営農類型平均１農業経営体当たり）

農業所得： 1,232千円

米生産費
（個別経営資本利子・地代全額算入生産費）

60㎏当たり生産費:16,554 円

◆生産農業所得統計 （R4年、九州）

農業産出額 ：1兆8,208 億円

◆６次産業化総合調査（R4年度、九州）

農業生産関連事業
総販売金額 ：3,948億円
総従事者数 ：5万1,700人

漁業生産関連事業 ※九州各県の合計値

総販売金額 ：565億円
総従事者数 ：6,900人

◆農林業センサス（2020年、九州）

林野面積 ：2,674,630ha
林野率 ：63.3％

農林水産統計の役割農林水産統計の役割


